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自己紹介
(株)コンテンツジャパン代表取締役／ビヨンドブロックチェーン株式会社取締役
1986年日経マグロウヒル社（現日経BP社）入社。日経パソコン、日経ネットナビ
などの編集部を経て、2015年3月末まで日経BP社ライツセンター／コーポレート
管理室マネージャーとして著作権・版権、出版業界団体関連の業務を担当。 
出版業界横断組織「出版海賊版対策会議」を立ち上げ事務局長を務める 
ブロックチェーンビジネスの原稿や講演をするなかで、増田一之主宰、斉藤賢爾
などがメンバーとして活動する（株）ブロックチェーンハブ　グループに合流し、
（株）コンテンツジャパンを立ち上げ。現在J-LODの助成を得て出版ライツのプ
ラットフォーム開発中。10月にはブロックチェーン基盤の開発会社ビヨンドブロ
ックチェーン（株）取締役に就任 
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これまでの出版流通
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紙「書籍」と電子「書籍」の違い
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出版社を通さない（書籍
を含む）コンテンツ流通

電子書籍
出版社
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書籍とは異なる非
再販流通

noteなど小説家にな
ろうなど

Youtubeな
ど･･･

電子書籍の流通（現在＝デジタル化の時代）

“アフターデジタル”時代は？
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デジタル化で起こったこと＝分野毎の垣根の消失
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B2Bもオークション最もいい取引条件を選んで卸す 
ヘッダービッディングは破壊的テクノロジー
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「出版市場は広がっている」



©コンテンツジャパン堀鉄彦

電子書籍の世界ではコミックアプリ企業が 
急速な伸び。新たなプラットフォーム形成へ

アンドファクトリー売り上げ Link U売り上げ
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流通だけでなく金融PFも変化の兆し、 
幻冬舎、RRデジタルなど 
クラウドファンディングで資金確保するビジネスモデル続々
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来年はブロックチェーンPFも本格稼働 
「電子でも二次流通」「電子メルカリ」登場の意味 
（11月末からテスト稼働始めたアソビモの「ASOBI MARKET」）
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出版コンテンツは売れ続ける。 
しかし流通やパッケージングは多様化、 

金融すら多様化の萌芽が 
電子出版ではそれぞれに“選択肢”が 

多数存在する
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YouTubeを基盤にしたコミック「フェルミ研究所」



©コンテンツジャパン堀鉄彦



©コンテンツジャパン堀鉄彦

YouTubeファーストの“電子書籍”が人気の「フェルミ研究所」 
チャネル登録者数はなんと176万人
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現在のチャネルランキング69位。NHK公式の次に位置
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YouTuberプロダクション最大手のUUUMも参入 
エディアなどさまざまな企業が市場に
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業界外のプラットフォームを 
当たり前のように使い 

「出版コンテンツのヒット」を 
生成しなければならないのが 
デジタルファースト時代
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デジタルファースト出版の歴史
90年～00年代初頭　ホームページ連載　　「ソードアートオンライン」(2002年）その他・・・ 

2002年　　　　　　第一次ケータイ小説ブーム　Deep Loveなど　　 

2004年　　　　　　「小説家になろう」サービス開始 

2005年頃　　　　　ブログ発　生協の白石さん、実録鬼嫁日記 

　　　　　　　　　著者ネットワークによる販促協力（チャボ、ネットコミ頼母子講･･･） 
2006年　　　　　　第二次ケータイ小説ブーム　「魔法のiらんど」　「恋空」など 
　　　　　　　　　トーハン文芸ベストセラートップ3をケータイ小説が占める 
2010年　　　　　「エブリスタ」 

2012年　　　　　　ピースオブケイク　「cakes」を開始 

2013年　　　　　「comicoサービス」開始 

2014年　　　　　　アルファポリス上場、ピースオブケイク「note」スタート 

2015年　　　　　「カクヨム」　「comicoノベル」 

2017年　　　　　　YouTubeコミック動画「フェルミ研究所」 

2018年                  ピースオブケイク「noteクリエイター支援プログラム」 

　　　　　　　　講談社の編集者参加投稿プラットフォーム「DAYS NEO」 

2019年　　　　　フェルミ研究所がブレイク。4月にはチャンネル登録者数が「米津玄師超え」 

　　　　　　　　noteとパートナーシップを結ぶ出版社が急増。取り組みも多様化 

　　　　　　　　LINEが「LINEノベル」開始 
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投稿サイトの今
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ライトノベルの部数ランキングとデジタルファースト出版

1位『とある魔術の禁書目録』3,000万部（04年、電撃ゲーム小説大賞、メディアワークス⇒KADOKAWA） 
2位『ソードアート・オンライン』2,200万部（10年、作者のWebでの連載⇒KADOKAWA） 
3位『涼宮ハルヒ シリーズ』2,000万部（スニーカー大賞⇒KADOKAWA） 
4位『スレイヤーズ』2000万部（90年、第1回ファンタジア長編小説大賞準入選） 
5位『フルメタル・パニック』1,100万部（98年月刊ドラゴンマガジン連載、富士見書房） 
6位『灼眼のシャナ』1,080万部（02年、電撃文庫、KADOKAWA） 
7位『ダンジョンに出会いを求めるのは間違っているだろうか』1,000万部（小説投稿サイ
トArcacia) 
 8位『魔術士オーフェン』1,000万部 
9位『ロードス島戦記』1,000万部（88年） 
10位『フォーチュン・クエスト』1,000万部(89年） 
11位『吸血鬼はお年ごろ シリーズ』970万部 
12位『カゲロウデイズ』900万部（17年末） 
13位『魔術科高校の劣等生』860万部（9月に1000万部突破、小説家になろう） 
14位『キノの旅』820万部 
15位『なんて素敵にジャパネスク』800万部 
16位『オーバーロード』760万部、小説家になろう） 
17位『緋弾のアリア』750万部 
18位『バカとテストの召喚獣』730万部 
19位『やはり俺の青春ラブコメは間違っている』700万部 
20位『僕は友達が少ない』700万部
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「小説家になろう」発コンテンツが市場を席巻
現ヒナプロジェクト代表取締役の梅崎祐輔氏が2004年に個人サイトとして立ち上げた日本最
大の小説投稿サイト。 

2010年に法人化。2019年9月現在、登録者数はおよそ160万人、作品数67万点以上。月間11

億PV以上 

ビジネスモデルはほぼ100％広告収入 

11年に出版された『魔法科高校の劣等生』の大ヒットをきっかけにベストセラーが続々と登
場するようになった 

主婦の友社が12年に「ヒーロー文庫」を創刊。「小説家になろう」作品が多くを占めるレー
ベルを作ってあっという間に累計500万部以上の売上実績 

君の膵臓をたべたい　住野よる／双葉社 

魔法科高校の劣等生（佐島勤／電撃文庫）　 
オーバーロード（丸山くがね／KADOKAWA） 
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小説家になろう発の「魔法科高校の劣等生」シリーズ1000万部突破

電撃文庫タイトルで国内累計発
行部数が1,000万部を突破したの
は、2010年10月の『とある魔術
の禁書目録（インデックス）』
シリーズ（著／鎌池和馬、イラ
スト／はいむらきよたか）、
2014年8月の『ソードアート・
オンライン』シリーズ（著／川
原 礫、イラスト／abec） 

に次ぐ、3タイトル目
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「なろう」はトラフィックで他を圧倒
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小説賞は応募作品数1万前後という圧倒的規模
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「小説家になろう」の出版グループ別分類合計 
2019/11/27時点 
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BookLiveにおける「小説家になろう」発電子書籍タイトル 
 (BookLive2019/9/14時点)

①KADOKAWA（116） 
②アルファポリス（89） 
③双葉社（77） 
④一迅社（68） 
⑤TOブックス（50）アニメ・映画制作会社ティー・オーエンタテインメントグループ 

⑥アース・スター エンターテイメント（40）CCCグループの映像制作会社 

⑦アマゾナイトノベルズ（37）博報堂DY×クリーク・アンド・リバー共同事業 
⑧オーバーラップ（35）ライトノベル、アニメ、ゲームの総合エンタメ企業 
⑨ホビージャパン（34） 
⑩アリアンローズ（29）アニメイトグループ、フロンティアワークスの出版レーベル 
以下　マイナビ出版（23）SBクリエイティブ（21）マイクロマガジン社（21）ポニーキャニオン（20）キルタ
イムコミュニケーション（15）主婦と生活社（14）主婦の友社（12）マッグガーデン（10）新紀元社（10）一
二三書房（8）



©コンテンツジャパン堀鉄彦

「なろう」は異業種から出版市場への参入の入口に
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異業種参入の例「アマゾナイトノベル」
・博報堂ＤＹデジタル＋クリーク・アンド・リバー。博報堂DYデジ
タルが手掛ける作家エージェント事業「CONPYRA」との連携によ
り、CONPYRAによるコンテンツ分析データと、当社約60,000点の電
子書籍取次データから、人気となりそうなコンテンツを選出。
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ラノベ以外のデジタルファースト
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ビジネス書でもベストセラー連発ピースオブケイク「note」

嫌われる勇気　18年12月までに185万部　 

／統計学が最高の学問である　西内啓50

万超／ゼロ　40万部超／マチネの終わり
に　50万部超／うつヌケ　田中圭一　30

万部超 

吉本ばなな、落合陽一、堀江貴文、乙武
洋匡など連載中

日本経済新聞、UUUM、テレビ東京、イードなどメディア企業と相次ぎ資本
提携 

出版社が独自ドメインで展開可能な「note pro」スタート 

コミックビューワーも開発 
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noteはなぜ受け入れられたか（加藤社長）

・2018年1月に500万MAU近かったアクティブユーザー数は、1年後、
1059万MAUまで拡大。その後もペースを変えず伸びている 

・コンテンツのディストリビューションとファイナンスをきれいに解
決していたことが、評価されたと考えている 
・ネットにはディストリビューションとファイナンスをするモデル
が、せいぜいGoogleぐらいしかなかった。 

・しかし、Googleのアドではこれまでの収入をカバーできない 
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深津CXO就任後、成長加速

noteが想定する利用者のコア体験と相互作用
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noteクリエイター支援プログラムには出版社53社が参加
noteとパートナーシップを組んだ出版社に、ネットで話
題になったり、noteユーザーの人気が高かった作品を定
期的に紹介。 

noteに執筆するクリエイターを、出版社に紹介。書籍化
などで活躍の場を広げることを目的。 

朝日新聞出版、飛鳥新社、クロスメディア・パブリッシ
ング、少年ジャンプ＋、日経BP、BuzzFeed Japan、
Buisiness Insider Japan、藤原印刷、yomyom、ワニブッ
クスが8月に加わり、53出版社
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メディア＋コミュニティ＋出版社「NewsPicksBook」
・幻冬舎とNewsPicksの協業レーベル「NewsPicks Book」 

毎月1冊のペースで刊行。NewsPicksが展開している月額5千円の「ア
カデミア会員」（数千人規模の会員組織といわれる）に電子か紙か選
んで配送。堀江貴文『多動力』が30万部、『お金2.0』（佐藤航陽
著）が20万部、『日本再興戦略』（落合陽一著）などのヒット作。ア
カデミアセミナー参加の著者などと巧みに連携 

・10月4日、独自出版社NewsPicksPublishing立ち上げ（News Picks 

Booksは継続） 
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次々持ちあがる出版社とデジタルメディアとの連携企画

2019年4月　ディスカヴァー21×ハフィントンポスト 
「ハフポストブックス」ではディスカヴァー・トゥエンティワンとハ
フポスト日本版の編集スタッフが、月２回行われる会議とＳＮＳを通
じて、アイデアを出し合い、企画・制作・編集面だけでなく、販促・
プロモーションでも協業 

2019年11月　サイボウズ×ライツ社 

「サイボウズ式ブックス」を創刊し、第1弾として同社の山田理副社
長による『マネジャーの教科書を、捨てよう。（仮）』（本体1400

円）を発行。同レーベルの卸正味は50％とし、書店マージン35％、
取次会社のマージンが通常の約1.5倍となるよう最終調整中
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デジタル時代の編集者幻冬舎箕輪氏
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デジタルファースト＝ライツファースト？
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大手は版権ビジネス核に業績急回復、アプリファースト、ゲーム
ファーストなど模索？バンダイを見ると集英社の業績が予測できる？

参考：バンダイナムコの版権収入
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米国では映像化企画立ち上げで「オプション権」に10万ドルの事例も
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デジタルファースト型「POD」普及始まる
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デジタルファーストで 
変貌するプラットフォーム
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「書籍」の枠を超えたコン
テンツビジネス

電子書籍
出版社

読者
電子取次

編集者

作家
読者

読者

小説

印刷会社
×

電子書店

読者

サブスクリプション／
出版社主導の価格戦略
／紙書籍との一体マー
ケティングを可能とす
るフルフィルメント

noteなど小説家に Youtubeなど･･･

デジタルファースト！契約＆読者データ管理核に再編

コミカライズ

契約による作家との
パートナーシップが
ますます大事に

マルチ展開
できるよう
な契約

次世代POD

電子取次も
機能拡充

出版外企業
の出版参入

電子書籍の
CtoC流通

より動的な
価格制御選択肢が無限の時代は 

販売も､流通も、広告
も、金融も、自ら“運用”
するものが救われる



©コンテンツジャパン堀鉄彦

出版×ブロックチェーンの可能性

資金調達 ICO
クラウドファン
ディング

ファンコミュニ
ティ

脱プラット
フォーム

仲介事業者の中
抜き

P2P取引による
流通効率化

個人情報保護な
どへの対応 ･･････

これまでにない
インセンティブ

ライツ 二次使用

広告詐欺
フェイクニュー
ス対策

ジャーナリズム
の自立

業界・国などの
枠を超えた協業

二次創作 二次流通

海賊版対策

信用保証

コンテンツ製作
･･････

クリエイターの
能力保証

クリエイターの
質を保証

･･････

契約保証

アセット化 コンテンツのア
セット化

広告枠のアセッ
ト化 ･･････

執筆契約になど契
約のアセット化

新たな
エコシ
ステム
の創造
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コンテンツジャパンもブロックチェーン 
出版ライツプラットフォーム開発に関わっています
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ご清聴ありがとうございました




